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教育旅行の
現場から　

地
震
後
初
の
熊
本
へ
の

大
阪
か
ら
の
修
学
旅
行

日
本
の「
食
文
化
」を
考
え
る

農
村
の
暮
ら
し
に
触
れ
体
験

東
京
都
立
白
鷗
高
校
附
属
中
学
校

新
潟
２
泊
３
日


年
７
月

～

日
実
施

大
阪
市
立
西
中
学
校

熊
本
・
鹿
児
島
方
面
２
泊
３
日


年
６
月

～

日
実
施
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「森の学校」で水辺の生物を観察

２日目の昼食にそば打ちを体験

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
説

明
を
受
け
る

地
元
野
菜
を
使
っ
て
天
ぷ
ら

作
り

民
泊
先
で
昔
な
が
ら
の
遊
び

を
教
わ
っ
た

巨
大
な
野
菜
を
収
穫

福島久登教諭屋島豊市教頭

知覧の特攻平和会館での平和学習

くまモンがサプライズ登場

維
新
ふ
る
さ
と
館
で

パ
ン
作
り

山田昌史教諭

球
泉
洞
で

ミ
カ
ン
収
穫
を
体
験

　
１
２
８
年
の
歴
史
を
誇
る

東
京
都
立
白
鷗
高
等
学
校
附

属
中
学
校（
善
本
久
子
校
長
、

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
）は
、

都
立
初
の
中
高
一
貫
校
と
な

り

年
目
を
迎
え
た
。
教
育

方
針
に
「
開
拓
精
神
」
を
掲

げ
、
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
で
き
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
溢
れ
る
生
徒
の
育
成
を

目
指
す
。

　
中
高
６
年
間
で
一
貫
性
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
「
日
本
の
伝
統

・
文
化
理
解
教
育
と
国
際
理

解
」
を
教
育
目
標
の
中
心
に

置
く
。
日
本
の
伝
統
・
文
化

理
解
教
育
で
は
、
伝
統
文
化

の
継
承
者
に
対
し
て
特
別
入

学
制
度
を
設
け
る
一
方
、
全

生
徒
が
中
学
１
年
か
ら
音
楽

の
授
業
で
三
味
線
を
学
び
、

演
奏
技
術
を
習
得
す
る
。

　
周
辺
地
域
と
の
強
い
連
携

に
よ
り
特
色
あ
る
地
域
の
伝

統
、
文
化
を
学
び
、
地
域
の

行
事
に
も
参
加
す
る
。
中
学

１
年
で
は
、
浅
草
、
上
野
の

伝
統
工
芸
師
の
元
を
訪
れ
匠

の
技
を
体
験
。
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
と
も
に
浅

草
な
ど
を
散
策
す
る
こ
と
で

地
域
の
特
色
を
学
ぶ
。
高
校

１
年
で
は
浅
草
流
鏑
馬
や
鳥

越
祭
な
ど
に
も
参
加
す
る
。

　
中
学
２
年
で
は
宿
泊
勤
労

体
験
学
習
と
し
て
農
家
民
泊

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
日

本
の
食
文
化
で
あ
る
米
作
り

と
農
業
に
つ
い
て
学
習
す
る

も
の
で
、
一
貫
校
化
以
来
続

け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
米
作
り
に
つ
い
て
学

ぶ
た
め
、
５
月
に
千
葉
県
で
田
植
え
を
実
施
。
事
前
学
習

と
し
て「
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
」

の
資
格
を
持
つ
専
門
家
の
講

義
を
聞
い
た
り
、
ク
ラ
ス
単

位
で
国
内
の
食
料
自
給
率
に

つ
い
て
学
習
す
る
。

　
６
月
か
ら
は
宿
泊
勤
労
体

験
学
習
の
事
前
学
習
と
し

て
、
班
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
調
べ
学
習
を
行
い
、
模

造
紙
に
ま
と
め
発
表
す
る
。

テ
ー
マ
は
、
農
村
の
人
口
減

少
と
高
齢
化
と
里
山
、
カ
エ

ル
と
田
ん
ぼ
の
関
係
、
日
本

の
米
食
の
歴
史
や
研
修
先
で

あ
る
新
潟
、
松
之
山
地
域
の

郷
土
料
理
、
地
域
特
性
な
ど

さ
ま
ざ
ま
。

　
実
際
に
宿
泊
勤
労
体
験
学

習
を
行
う
の
は
７
月
下
旬
。

９
年
連
続
で
新
潟
県
上
越
市

の
公
益
財
団
法
人
ゆ
き
だ
る

ま
財
団
の
学
生
団
体
受
け
入

れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
越
後
田
舎

体
験
」
を
利
用
し
、
上
越
市

・
十
日
町
市
で
農
村
の
暮
ら

し
や
地
域
の
歴
史
、
自
然
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

　
越
後
田
舎
体
験
の
特
色
は

日
本
の
原
風
景
の
残
る
里
山

で
、
農
村
の
暮
ら
し
に
触
れ

る
学
習
や
、
地
元
の
農
家
の

方
々
と
の
交
流
を
狙
い
と
し

た
農
家
民
泊
を
行
え
る
こ

と
。
ま
た
、
上
越
市
、
十
日

町
市
と
広
大
な
エ
リ
ア
の
中

で
、
日
本
海
と
米
ど
こ
ろ
で

あ
る
広
い
平
野
、
棚
田
や
雪

国
な
ら
で
は
の
特
徴
で
あ
る

ブ
ナ
林
で
自
然
、
環
境
、
歴

史
民
族
学
習
が
で
き
る
。

　
今
年
は
７
月

～

日
に

２
泊
３
日
で
実
施
し
、
４
ク

ラ
ス
１
５
６
人
が
参
加
。

　
具
体
的
な
日
程
は
、
１
日

目
の
午
後
が
、
各
ク
ラ
ス
を

半
分
ず
つ

人
弱
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
、
越
後
松
之
山

の
十
日
町
市
立
里
山
科
学
館

「
森
の
学
校
　
キ
ョ
ロ
ロ
」

で
ブ
ナ
林
、
棚
田
な
ど
を
散

策
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か

ら
ブ
ナ
林
の
大
切
さ
や
、
昔

の
棚
田
の
名
残
で
で
き
た
池

で
、
カ
エ
ル
や
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
と
い
っ
た
水
辺
の
生
物

を
採
集
し
、
松
之
山
地
域
の

自
然
や
文
化
、
生
き
物
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
２
日
目
は
２
ク
ラ
ス
ず
つ

に
分
か
れ
て
、松
之
山
地
区
、

大
島
地
区
で
昼
食
に
郷
土
料

理
作
り
を
体
験
。
松
之
山
地

区
で
は
押
し
寿
司
、
雪
国
の

伝
統
食
で
米
粉
を
使
っ
た
饅

頭
「
あ
ん
ぼ
」
、
こ
ん
に
ゃ

く
、て
ん
ぷ
ら
、そ
ば
打
ち
、

大
島
地
区
で
は
笹
寿
司
、
あ

ん
ぼ
、
天
ぷ
ら
、
の
っ
ぺ
、

そ
ば
打
ち
を
行
っ
た
。
午
後

か
ら
は
約
４
人
ず
つ
に
分
か

れ
て
民
泊
の
受
け
入
れ
家
庭

へ
。

　
今
年
の
民
泊
は
あ
い
に
く

の
雨
だ
っ
た
が
、
雨
が
止
ん

だ
間
に
、
生
徒
た
ち
は
田
ん

ぼ
の
草
取
り
、
夏
野
菜
の
収

穫
、
じ
ゃ
が
い
も
洗
い
、
薪

割
り
な
ど
を
体
験
し
た
。
納

屋
で
わ
ら
じ
作
り
や
、
シ
ソ

を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
作
り
、

ホ
タ
ル
狩
り
な
ど
を
行
っ
た

生
徒
も
い
た
。

　
同
学
年
を
引
率
し
た
山
田

昌
史
主
任
教
諭
は
「
中
に
は

減
っ
て
い
く
棚
田
の
き
び
し

い
現
状
に
つ
い
て
話
し
て
く

れ
た
家
庭
も
あ
っ
た
。
昔
か

ら
苦
労
し
て
大
切
に
し
て
き

た
棚
田
が
自
分
た
ち
の
時
代

で
終
わ
り
に
な
り
そ
う
だ
と

い
う
話
を
直
に
聞
い
た
生
徒

た
ち
の
学
び
は
大
き
い
」
。

　
同
地
区
で
の
宿
泊
勤
労
体

験
学
習
に
実
施
当
初
か
ら
携

わ
る
福
島
久
登
主
幹
教
諭
は

「
９
月
の
文
化
祭
で
農
業
に

関
係
し
た
研
究
や
演
劇
を
発

表
す
る
ク
ラ
ス
が
毎
年
２
～

３
ク
ラ
ス
あ
る
。
今
年
は
お

米
に
関
す
る
体
験
が
で
き
る

ブ
ー
ス
を
考
え
て
い
る
ク
ラ

ス
も
あ
る
。
今
は
農
業
、
農

村
に
つ
い
て
も
た
や
す
く
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多

い
。宿
泊
勤
労
体
験
学
習
は
、

実
際
に
泊
ま
っ
て
、
農
業
に

関
わ
る
人
と
触
れ
合
え
る
貴

重
な
体
験
に
な
っ
て
い
る
」

と
学
習
効
果
に
つ
い
て
語

る
。

　
大
阪
市
立
西
中
学
校
（
山

岡
良
知
校
長
）
は
、
大
阪
市

西
区
に
あ
り
、
１
９
４
７
年

に
創
立
し
た
同
区
で
最
初
の

中
学
校
。
校
訓
に
「
真
理
と

正
義
を
愛
し
、個
人
を
尊
び
、

勤
労
と
責
任
を
重
ん
じ
る
」

と
い
う
「
真
理
敬
仰
・
歓
喜

力
行
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　
今
年
の
修
学
旅
行
は
、
３

年
生
が
６
月

～

日
の
２

泊
３
日
で
熊
本
県
と
鹿
児
島

県
を
訪
ね
た
。
参
加
生
徒
数

は
１
１
９
人
。
目
的
は
「
自

然
体
験
や
文
化
に
つ
い
て
触

れ
る
」
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
生

活
の
規
律
を
守
り
、
自
主
性

を
養
う
」
「
知
覧
で
の
平
和

学
習
に
よ
り
、
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
学

ぶ
」
「
班
別
行
動
に
よ
り
自

主
性
、
協
調
性
、
社
会
性
を

身
に
つ
け
る
」
の
四
つ
。

　
同
校
で
は
、
平
和
学
習
と

人
権
教
育
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
今
回
の

修
学
旅
行
で

も
、
鹿
児
島

県
南
九
州
市

の
知
覧
で
の

平
和
学
習
を

中
心
に
置
い

た
。さ
ら
に
、

自
然
体
験
と

し
て
熊
本
県

人
吉
市
、
球

磨
川
で
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
も

行
程
に
組
み
入
れ
た
。

　
初
日
は
、
新
大
阪
駅
で
修

学
旅
行
専
用
の
貸
し
切
り
列

車
に
乗
車
。
出
水
駅
（
鹿
児

島
県
）
で
降
車
後
、
出
水
市

各
農
家
の
案
内
で
農
家
民
泊

体
験
を
実
施
し
た
。

　
４
、
５
人
の
班
に
分
か
れ

て
約

軒
に
分
宿
。
み
か
ん

や
野
菜
の
収
穫
、
稲
作
、
黒

豚
へ
の
餌
や
り
な
ど
、
農
業

体
験
を
中
心
に
民
家
ご
と
に

異
な
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
行

っ
た
。
な
か
に
は
ト
ラ
ク
タ

ー
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
班
も

あ
っ
た
。
夕
食
は
鹿
児
島
の

家
庭
料
理
や
収
穫
し
た
野
菜

を
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

石
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
な
ど
を

各
家
庭
で
食
べ
た
。

　
２
日
目
は
、
バ
ス
で
熊
本

県
の
人
吉
市
へ
移
動
。
九
州

で
は
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り

球
磨
川
が
増
水
。
当
初
予
定

し
て
い
た
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を

変
更
し
、
九
州
最
大
の
鍾
乳

洞「
球
泉
洞
」を
見
学
し
た
。

　
球
泉
洞
は
延
長
４
・
８
㌔

㍍
、
お
よ
そ
３
億
年
前
の
海

底
に
あ
っ
た
石
灰
岩
層
が
隆

起
し
て
で
き
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
現
在
で
も
少
し
ず

つ
侵
食
を
続
け
て
お
り
、
独

自
の
生
態
系
を
持
つ
洞
穴
生

物
が
生
息
し
て
い
る
。

　
午
後
か
ら
は
、
バ
ス
で
鹿

児
島
市
内
に
移
動
し
て
、
城

山
や
「
維
新
ふ
る
さ
と
歴
史

館
」
な
ど
を
見
学
し
た
。

　
城
山
は
、
鹿
児
島
市
街
地

の
中
心
部
に
位
置
す
る
標
高

１
０
７
㍍
の
小
高
い
山
で
、

ク
ス
の
大
木
や
シ
ダ
・
サ
ン

ゴ
樹
な
ど
６
０
０
種
以
上
の

温
帯
・
亜
熱
帯
性
植
物
が
自

生
す
る
。
展
望
台
か
ら
は
桜

島
や
錦
江
湾
、
鹿
児
島
市
街

地
を
一
望
で
き
、
天
気
の
良

い
日
に
は
遠
く
霧
島
や
指
宿

の
開
聞
岳
も
見
え
る
。
西
南

戦
争
の
最
後
の
激
戦
地
で
、

西
郷
洞
窟
や
西
郷
終
焉
の
地

な
ど
、
西
南
戦
争
に
ま
つ
わ

る
史
跡
が
多
く
存
在
す
る
。

　
維
新
ふ
る
さ
と
館
は
、
幕

末
か
ら
明
治
維
新
に
活
躍
し

た
西
郷
隆
盛
や
大
久
保
利
通

な
ど
の
出
身
地
で
あ
る
加
治

屋
町
に
あ
る
。
近
代
日
本
の

原
動
力
と
な
っ
た
鹿
児
島
の

歴
史
や
先
人
た
ち
の
偉
業
な

ど
を
、
映
像
、
ジ
オ
ラ
マ

（
模
型
）
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

で
展
示
、
紹
介
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
バ
ス
で
鹿
児
島

県
の
指
宿
市
に
移
動
。
宿
舎

と
な
っ
た
休
暇
村
指
宿
で

は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

大
浴
場
で
の
温
泉
入
浴
を
楽

し
ん
だ
。

　
３
日
目
の
午
前
中
は
知
覧

に
あ
る
特
攻
平
和
会
館
で
平

和
学
習
。特
攻
平
和
会
館
は
、

特
攻
で
戦
死
し
た
隊
員
の
当

時
の
真
の
姿
、
遺
品
、
記
録

を
後
世
に
残
し
、
恒
久
の
平

和
を
祈
念
す
る
施
設
と
な
っ

て
い
る
。

　
同
校
で
は
事
前
学
習
と
し

て
、
戦
争
経
験
者
の
瀧
本
邦

慶
さ
ん
を
招
い
て
、
「
平
和

学
習
講
演
会
」
を
開
催
。
瀧

本
さ
ん
は
、
航
空
母
艦
飛
龍

に
整
備
兵
と
し
て
配
属
さ
れ

た
が
、九
死
に
一
生
を
得
て
、

現
在
は
平
和
の
大
切
さ
を
訴

え
続
け
て
い
る
。
講
演
会
で

は
、
自
身
が
体
験
し
た
戦
争

の
厳
し
さ
や
、
現
代
の
若
者

に
伝
え
た
い
思
い
を
熱
く
語

っ
て
い
た
。

　
特
攻
平
和
会
館
で
生
徒
た

ち
は
、
事
前
学
習
で
瀧
本
さ

ん
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
た

遺
書
の
実
物
を
熱
心
に
見
学

し
て
い
た
と
い
う
。
修
学
旅

行
に
同
行
し
た
屋
島
豊
市
教

頭
は
「
特
攻
隊
員
た
ち
は
生

徒
と
年
齢
が
近
い
。
遺
書
は

母
親
に
宛
て
た
内
容
の
も
の

が
多
か
っ
た
。
戦
争
に
よ
っ

て
家
族
と
別
れ
て
戦
地
に
向

か
っ
た
当
時
の
特
攻
隊
員
の

気
持
ち
は
、
生
徒
の
胸
に
響

い
て
い
た
」
と
話
す
。

　
そ
の
後
、
鹿
児
島
中
央
駅

か
ら
新
幹
線
で
帰
路
に
。
熊

本
駅
で
別
の
新
幹
線
に
乗
り

換
え
る
待
ち
時
間
中
に
は
、

熊
本
県
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ

企
画
と
し
て
、
熊
本
県
の
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ

ン
」が
登
場
。生
徒
た
ち
は
、

熊
本
県
へ
の
修
学
旅
行
実
施

を
喜
ぶ
く
ま
モ
ン
と
の
記
念

撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
今
年
の
修
学
旅
行
は
、
３

月
の
熊
本
地
震
の
発
生
で
実

施
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
担
当

し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
教
育
旅
行
支
店

の
柔
軟
な
対
応
で
、
延
期
や

方
面
変
更
も
な
く
、
予
定
通

り
行
え
た
。地
震
発
生
以
降
、

大
阪
市
内
の
中
学
校
に
よ
る

熊
本
県
へ
の
修
学
旅
行
は
同

校
が
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、

現
地
で
は
地
元
の
新
聞
や
テ

レ
ビ
の
取
材
を
受
け
た
。

　
屋
島
教
頭
は
「
１
年
生
の

時
に
熊
本
県
と
鹿
児
島
県
へ

の
修
学
旅
行
を
決
め
て
、
事

前
学
習
な
ど
の
準
備
も
行
っ

て
き
た
の
で
、
実
現
で
き
て

良
か
っ
た
。
多
く
の
歓
迎
や

く
ま
モ
ン
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
、

マ
ス
コ
ミ
の
取
材
と
い
う
通

常
の
修
学
旅
行
で
は
で
き
な

い
経
験
も
生
徒
た
ち
が
で
き

た
」
と
話
す
。
そ
し
て
、

「
震
災
後
の
困
難
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
予
定
通
り
に
修
学

旅
行
を
実
施
し
、
地
域
に
貢

献
し
た
か
っ
た
。
地
元
の
み

な
さ
ん
に
わ
ず
か
な
が
ら
勇

気
を
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
」
と
、

意
義
あ
る
修
学
旅
行
に
な
っ

た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

出
水
で
の
民
泊
お
別
れ
の
会

http://www.toei-eigamura.com/
http://www.iseshima-kanko.jp/business/gakuyu/

